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－特集－特集－－

なすからすやま歯科保健行動計画ができましたなすからすやま歯科保健行動計画ができました。。

お口のケアお口のケアでで
健口　　健口にに！！けけんんここうう
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皆
さ
ん
は
口
の
健
康
状
態
が
全
身
の
健
康

に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。

　

口
の
中
に
は
、3
0
0
種
類
以
上
の
細
菌

が
存
在
し
ま
す
。そ
の
細
菌
は
、口
腔
の
2
大

疾
患
と
言
わ
れ
る「
む
し
歯
」や「
歯
周
病
」の

原
因
と
な
っ
た
り
、全
身
の
病
気
に
も
深
く

関
わ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す（
図
1
）。

　

む
し
歯
も
歯
周
病
も
治
療
を
怠
れ
ば
、最

終
的
に
は
歯
の
喪
失
に
繋
が
り
ま
す
。多
く

の
研
究
か
ら
、歯
の
喪
失
が
一
定
の
ラ
イ
ン

を
超
え
る
と 
咀 そ 
嚼 
能
力
が
低
下
す
る
と
言

し
ゃ
く

わ
れ
、そ
れ
が　

歳
で　

本
の
歯
を
残
そ
う

80

20

と
い
う
8
0
2
0（
ハ
チ
マ
ル
ニ
イ
マ
ル
）運
動

の
始
ま
り
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

残
存
歯
数
が　

本
を
下
回
る
と
、食
べ
物

20

を
噛
む
こ
と
に
不
自
由
を
感
じ
る
人
が
増
え

ま
す
。こ
れ
に
よ
り
、柔
ら
か
い
食
べ
物
を
食

べ
る
傾
向
な
ど
食
べ
物
の
選
択
行
動
の
変
化

に
よ
る「
生
活
習
慣
病
」や
そ
の
要
因
と
も
言

わ
れ
る「
内
臓
脂
肪
症
候
群（
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
）」、要
介
護
状
態
に
な
る
前
の
高

齢
者
の
虚
弱
状
態「
フ
レ
イ
ル
」を
招
く
こ
と

　

市
で
は
、「
那
須
烏
山
市
民
の
歯
及
び
口
腔
の
健
康
づ
く
り
推
進
条
例
」に
基

づ
き
、供
歯
と
口
腔
の
健
康
づ
く
り
僑を
通
じ
て
、い
つ
ま
で
も
心
身
と
も
に
健
や

か
に
暮
ら
せ
る
こ
と
を
願
い
、「
な
す
か
ら
す
や
ま
歯
科
保
健
行
動
計
画
」を
策

定
し
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、今
月
号
で
は
、意
外
と
知
ら
な
い「
口
腔
」と「
か
ら
だ
」の
深
い
つ
な

が
り
や
、市
民
の
口
腔
の
健
康
状
態
、こ
れ
か
ら
皆
さ
ん
が
健
康
に
過
ご
す
た
め

の
施
策
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

あ
な
た
の
お
口
の
中
は
大
丈
夫
？

口
の
健
康
は
か
ら
だ
の
健
康

図　：歯周病とからだの関係1
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特集 お口のケアで健口に！

図　：「歯の本数」と「食べられるもの」の関係2
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6～17本6～17本6～17本 0～5本0～5本0～5本

出典：新庄ほか、老人健康法に基づく歯の健康教育　歯の健康相談の担当者になったら1989（Lidea（リディア）ホームページより）
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那
須
烏
山
市
民
の
口
腔
の
健
康
状
態
を
見

て
み
ま
し
ょ
う
。ま
ず
、市
民
が
ど
ん
な
病
気

に
医
療
費
を
多
く
か
け
て
い
る
か
を
見
る
と
、

平
成　

年
5
月
診
療
分
の
医
療
費
は
、圧
倒

26

的
に「
高
血
圧
性
疾
患
」が
多
い
状
況
で
す
が
、

第
4
位
に「
歯
肉
炎
及
び
歯
周
疾
患
」、第
6

位
に「
そ
の
他
の
歯
及
び
支
持
組
織
の
障
害
」

と
歯
科
に
関
す
る
項
目
が
上
位
を
占
め
て
い

ま
す（
表
1
）。

　

受
診
件
数
に
つ
い
て
も
、「
高
血
圧
性
疾

患
」が
最
も
多
く
、次
い
で「
歯
肉
炎
及
び
歯

那
須
烏
山
市
の
子
ど
も
た
ち
は

県
平
均
よ
り
も
む
し
歯
が
多
い　
?!

に
繋
が
り
ま
す（
3
ペ
ー
ジ
図
2
）。

　

そ
の
ほ
か
に
、む
し
歯
菌
や
歯
周
病
菌
は
、

繁
殖
す
る
と
血
液
に
入
り
、細
菌
の
出
す
毒

素
な
ど
が
全
身
に
回
る
こ
と
で
命
に
か
か
わ

る
病
気（
全
身
疾
患
）に
か
か
り
や
す
く
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

歯科衛生士による　歳児相談の口腔チェック。2

表　：那須烏山市国民健康保険における医療費1

高血圧性疾患

屈折及び調節の障害

糖尿病

歯肉炎及び歯周疾患

その他の内分泌・
栄養及び代謝疾患

その他の歯及び
支持組織の障害

（千円）

■医療費

5,756

0 10,000 20,000 30,000 40,000 50,000

45,22845,22845,228

15,08315,08315,083

14,44414,44414,444

10,93410,93410,934

10,17110,17110,171

7,9927,9927,992

目で見る栃木県の医療費状況〜平成26年度〜より。

表　：　歳　ヶ月児と　歳児のむし歯有病率3 1 6 3

5,756

■1歳6か月児
■3歳児

那須烏山市
0.86
18.9

栃木県平均
1.88
19.84

全国平均
1.91
17.91

（％）

45,228

15,083

14,444

10,934

10,171

7,992

0

5

10

15

20

25

0.860.860.86

18.918.918.9

1.881.881.88

19.8419.8419.84

1.911.911.91

17.9117.9117.91

平成25年度栃木県の歯科保健より。

表　：栃木県内の　歳児むし歯有病率（上位と下位の比較）2 3

5,756

（％）

45,228

15,083

14,444

10,934

10,171

7,992

那
須
町

塩
谷
町

那
須
烏
山
市

県鹿
沼
市

芳
賀
町

さ
く
ら
市

0

10

20

30

40

50

7.67.67.6

14.714.714.7 14.814.814.8
18.218.218.2

29.929.929.9 31.031.031.0

38.038.038.0

平成26年度栃木県の歯科保健より。

表　：小学生のむし歯有病率4

5,756

45,228

15,083

14,444

10,934

10,171

7,992
 那須烏山市
 栃木県平均
 全国平均

＊平成26年度の県平均、全国平均は未公表

平成22年度
79.37
60.90
59.63

平成23年度
77.31
61.80
57.20

平成24年度
70.87
60.70
55.76

平成25年度
71.58
60.40
54.14

平成26年度
71.27
56.50
52.54

（％）

♦
■
▲

50.00

55.00

60.00

65.00

70.00

75.00

80.00

85.00

♦

■
▲

♦

■

▲

♦

■

▲

♦

■

■
▲

▲

♦

79.3779.3779.37

60.9060.9060.90

59.6359.6359.63

77.3177.3177.31

61.8061.8061.80

57.2057.2057.20

70.8770.8770.87

60.7060.7060.70

55.7655.7655.76

71.5871.5871.58

60.4060.4060.40

56.5056.5056.50

71.2771.2771.27

54.1454.1454.14
52.5452.5452.54

平成26年度栃木県の歯科保健、学校保健統計調査より。
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周
疾
患
」、第
4
位
に「
そ
の
他
の
歯
及
び
支

持
組
織
の
障
害
」と
歯
科
に
関
す
る
項
目
が

上
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

続
い
て
、ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
ご
と
の
虫
歯

の
有
病
率
を
見
て
い
き
ま
す
。0
～
6
歳
の

乳
幼
児
期（
妊
娠
期
を
含
む
）に
つ
い
て
、1
歳

6
ヶ
月
児
健
診
に
お
け
る
む
し
歯
有
病
率
は
、

平
成　

年
度
か
ら
県
平
均
を
下
回
っ
て
い
ま

25

す
。3
歳
児
で
は
、平
成　

年
度
に
県
平
均
、

25

全
国
平
均
よ
り
低
く
な
り
ま
し
た
が
、平
成

　

年
度
は
県
平
均
よ
り
再
び
高
く
な
り
、県

26内
ワ
ー
ス
ト
3
位
と
な
っ
て
い
ま
す（
表
2
）。

さ
ら
に
、1
歳
6
ヶ
月
児
健
診
か
ら
3
歳
児

健
診
時
の
間
に
急
激
に
む
し
歯
有
病
率
が
高

く
な
っ
て
い
ま
す（
表
3
）。

　

ま
た
、小
・
中
学
生
の
む
し
歯
有
病
率
は
県

平
均
、全
国
平
均
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
ま

す（
表
4
、5
）。本
市
の　

歳
永
久
歯
の
1
人

12

あ
た
り
平
均
む
し
歯
数
は
、年
々
減
少
し
て

い
ま
す
が
、県
や
全
国
平
均
と
比
較
す
る
と

ま
だ
ま
だ
多
い
状
況
で
す（
表
6
）。歯
磨
き
回

数
に
つ
い
て
は
、小
・
中
学
生
の
7
割
が「
毎

食
後
」磨
く
と
回
答
し
て
い
ま
す
が
、高
校
生

に
な
る
と「
毎
食
後
」磨
く
割
合
は
減
少
し
、

「
日
に
2
回
」の
割
合
が
増
加
し
ま
す
。

　
　

～　

歳
の
青
壮
年
期
に
つ
い
て
は
、男

18

64

女
と
も
に　

歳
代
を
境
に
歯
を
失
う
割
合
が

40

高
く
な
り
、　

歳
代
の　

本
保
持
率
は
5
割

40

24

を
超
え
て
い
ま
す（
表
7
）。ま
た
、7
割
強
の

人
が
か
か
り
つ
け
歯
科
医
院
が
あ
る
と
回
答

し
て
い
ま
す
が
、定
期
的
に
歯
科
健
診
を
受

診
し
て
い
る
人
は
約
3
割
で
す
。

　
　

歳
以
上
の
高
齢
期
に
つ
い
て
は
、歯
周

65

表　：中学生のむし歯有病率5

5,756

 那須烏山市
 栃木県平均
 全国平均

＊平成26年度の県平均、全国平均は未公表

平成22年度
80.48
50.00
50.60

平成23年度
79.59
50.00
48.31

平成24年度
79.31
51.20
45.67

平成25年度
78.86
52.40
44.59

平成26年度
72.78
44.90
42.37

（％）

18.9

1.88

19.84

0.86

17.91

♦
■
▲

40.00

45.00

50.00

55.00

60.00

65.00

70.00

75.00

80.00

85.00

♦

■▲

♦

■
▲

♦

■

▲

♦

■

■▲
▲

♦

80.4880.4880.48

50.0050.0050.00

50.6050.6050.60

79.5979.5979.59

50.0050.0050.00

48.3148.3148.31

79.3179.3179.31

51.2051.2051.20

45.6745.6745.67

78.8678.8678.86

52.4052.4052.40

44.9044.9044.90

44.5944.5944.59
42.3742.3742.37

72.7872.7872.78

平成26年度栃木県の歯科保健、学校保健統計調査より。

表　：自分の歯の本数7

5,756

（％）

2.83

1.40

2.72

1.40

1.20

2.75

1.50

1.10

2.68

1.40

1.05

2.35

1.20

11～15本 6％11～15本 6％11～15本 6％

6～10本 5％6～10本 5％6～10本 5％
1～5本 4％1～5本 4％1～5本 4％

0本 3％0本 3％0本 3％

16～20本
13％
16～20本
13％
16～20本
13％

21～25本
13％
21～25本
13％
21～25本
13％

26本以上
56％

26本以上
56％

26本以上
56％

年齢別内訳年齢別内訳年齢別内訳

参考：自歯24本以上保持参考：自歯24本以上保持参考：自歯24本以上保持
0 20 40 60 80 100

20歳未満
20歳代
30歳代
40歳代
50歳代
60歳代
70歳代

20歳未満
20歳代
30歳代
40歳代
50歳代
60歳代
70歳代

20歳未満
20歳代
30歳代
40歳代
50歳代
60歳代
70歳代

78.978.978.9
68.668.668.6
66.166.166.1

55.955.955.9
46.646.646.6

40.140.140.1
21.921.921.9

平成27年度生活習慣に関する実態調査より。

表　：12歳永久歯の　人あたり平均むし歯数6 1

5,756

 那須烏山市
 栃木県平均
 全国平均

＊平成26年度の全国平均は未公表

平成22年度
2.83
1.40
1.29

平成23年度
2.72
1.40
1.20

平成24年度
2.75
1.50
1.10

平成25年度
2.68
1.40
1.05

平成26年度
2.35
1.20
1.00

（本）

♦
■
▲

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

3.00
♦

■
▲

♦

■
▲

♦

■

▲

♦

■
■

▲ ▲

♦

2.832.832.83

1.401.401.40

1.291.291.29

2.722.722.72

1.401.401.40

1.201.201.20

2.752.752.75

1.501.501.50

1.101.101.10

2.682.682.68

1.401.401.40

1.051.051.05 1.001.001.00

2.352.352.35

1.201.201.20

平成26年度栃木県の歯科保健、学校保健統計調査より。

表　：歯周病と診断されたことのある割合8

5,756

（％）

2.83

1.40

2.72

1.40

1.20

2.75

1.50

1.10

2.68

1.40

1.05

2.35

1.20

未記入他
5％

未記入他
5％

未記入他
5％

ある
30％
ある
30％
ある
30％

ない
65％
ない
65％
ない
65％

年齢別内訳年齢別内訳年齢別内訳
0 20 40 60 80 100

20歳未満
20歳代
30歳代
40歳代
50歳代
60歳代
70歳以上

20歳未満
20歳代
30歳代
40歳代
50歳代
60歳代

70歳以上

20歳未満
20歳代
30歳代
40歳代
50歳代
60歳代
70歳以上

78.978.978.9 16.916.916.9
86.086.086.0 12.412.412.4

76.676.676.6 21.121.121.1
64.764.764.7 32.432.432.4

56.256.256.2 40.440.440.4
50.350.350.3 41.341.341.3
55.655.655.6 34.934.934.9

4.24.24.2
1.71.71.7
2.32.32.3
2.92.92.9
3.43.43.4

8.48.48.4
9.59.59.5

平成27年度生活習慣に関する実態調査より。

特集 お口のケアで健口に！
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市
で
は
、こ
う
し
た
現
状
を
受
け
止
め
、

「
那
須
烏
山
市
民
の
歯
及
び
口
腔
の
健
康
づ

く
り
推
進
条
例
」に
基
づ
き
、「
な
す
か
ら
す
や

ま
歯
科
保
健
行
動
計
画
」を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
は
、妊
娠
期
か
ら
高
齢
期
ま
で

の
生
涯
に
わ
た
る供
歯
と
口
腔
の
健
康
づ
く

り
僑を
通
じ
て
、い
つ
ま
で
も
心
身
と
も
に
健

や
か
に
暮
ら
せ
る
こ
と
を
願
い
、南
那
須
歯

科
医
師
会
な
ど
の
関
係
機
関
や
団
体
な
ど
と

連
携
を
深
め
な
が
ら
推
進
し
て
い
こ
う
と
い

う
も
の
で
す
。

歯
科
保
健
行
動
計
画
を
策
定

供
歯
と
口
腔
の
健
康
づ
く
り
僑を

病
と
診
断
さ
れ
た
こ
と
の
あ
る
割
合
は
3
割

で
、　

歳
代
、　

歳
代
は
4
割
と
な
り
ま
し
た

50

60

（
5
ペ
ー
ジ
表
8
）。

　

具
体
的
に
は
、「
私
の 
健  
口 
み
ん
な
の
幸
せ

け
ん 
こ
う

～
自
分
の
歯
を
大
切
に
～
」を
基
本
理
念
と

し
、市
民
一
人
ひ
と
り
が
歯
と
口
腔
の
健
康

づ
く
り
に
関
心
を
持
ち
、実
践
的
に
取
り
組

む
こ
と
で
、口
腔
機
能
を
維
持
す
る
こ
と
、そ

し
て
、い
つ
ま
で
も
自
分
の
歯
で
お
い
し
く

食
べ
る
こ
と
が
で
き
、い
き
い
き
と
し
た
生

活
が
送
れ
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。ま
た
、歯

科
に
起
因
す
る
疾
病
や
、そ
れ
に
伴
う
心
身

の
機
能
低
下
予
防
に
も
努
め
ま
す
。

　

目
標
は
、「
①
歯
や
口
腔
と
関
係
す
る
病
気

等
の
予
防
を
推
進
す
る
」、「
②
口
腔
機
能
の

維
持
・
向
上
を
図
る
」、「
③
歯
科
受
診
に
お
け

私
の 
健  
口 
み
ん
な
の
幸
せ

け
ん 
こ
う

誰
も
が
元
気
に
生
活
す
る
た
め
に

イフステージの目標

市の目標値
（H33年度）

市の現状値
（H27年度）

目　標　項　目ライフステージ

80％70％（H26年度）むし歯のない児の割合（3歳児）乳幼児期

1.5本2.09本（H26年度）12歳（中1）の永久歯の平均むし歯保有数学童期・思春期

10.0％21.1％30歳代で歯周病を有する人の割合

青壮年期 50.0％36.0％40歳代で歯科健診を受診した人の割合

50.0％40.1％60歳代で24本以上自分の歯を有する人の割合

40.0％34.9％70歳代で20本以上自分の歯を有する人の割合高齢期

40.0％35.3％利用者に歯科健診を実施する施設の割合障がい児者

20.0％41.2％口腔ケアを実施する上で困ったことのある施設の割合要介護者

20.0％5.6％歯と口腔に関する取り組みを実施する事業所の割合働く人・事業所等

基本理念
　健康で心豊かに生きるうえで、歯の健康は

欠かせないものです。市民一人ひとりが歯と

口腔の健康づくりに関心を持ち、実践するこ

とにより、生涯誰もが生き生きと暮らせるま

ちづくりを目指します。

基本目標

歯や口腔と関係する
病気等の予防を推進する

口腔機能の
維持・向上を図る

歯科受診における
体制や環境を整える
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る
体
制
や
環
境
を
整
え
る
」の
3
つ
を
掲
げ
、

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
ご
と
の
目
標
を
立
て
、計

画
を
推
進
し
ま
す（
図
3
）。

　

こ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、市
民

一
人
ひ
と
り
が
歯
と
口
腔
の
健
康
づ
く
り
に

取
り
組
む
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、家
庭

歯の正しい磨き方を演習（南那須公民館合同講座）。

や
学
校
、地
域
・
職
域
な
ど
の
関
係
団
体
が
一

体
と
な
っ
て
取
り
組
む
た
め
の
環
境
整
備
が

大
切
で
す
。

　

市
で
は
、計
画
を
効
率
的
か
つ
継
続
的
に

推
進
し
て
い
く
た
め
、保
健
医
療
福
祉
の
有

識
者
、関
係
機
関
・
団
体
及
び
市
民
代
表
な
ど

に
よ
り
構
成
す
る「
那
須
烏
山
市
健
康
づ
く

り
推
進
協
議
会
」を
設
置
し
、関
係
機
関
及
び

行
政
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
取
り
組
み
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

図　：基本理念と各ラ3

地域・職域地域・職域地域・職域

妊娠期妊娠期妊娠期

目 標目 標目 標

乳幼児期（0～6歳）乳幼児期（0～6歳）乳幼児期（0～6歳）

目 標目 標目 標

学童・思春期（7～18歳）学童・思春期（7～18歳）学童・思春期（7～18歳）

目 標目 標目 標

障がい児者・要介護者等障がい児者・要介護者等障がい児者・要介護者等

目 標目 標目 標

青壮年期（18～64歳）青壮年期（18～64歳）青壮年期（18～64歳）

目 標目 標目 標

高齢期（65歳以上）高齢期（65歳以上）高齢期（65歳以上）

目 標目 標目 標

●食後の歯みがきと口腔のケ
アを推進しましょう。

●歯科健診、歯みがき指導を
充実させましょう。

●歯科受診しやすい環境を整
えましょう。

●むし歯や歯周病等の予防に
関する正しい情報を積極的
に提供しましょう。

●食後の歯みがきや歯肉のケ
アに努めましょう。

●妊娠中に 1 度は歯科健診を
受け、むし歯や歯周病の予
防、早期発見に努めましょう。

妊娠中の歯や口腔の状態と胎児へ
の影響について知識を持ち、むし歯
と歯周病予防に取り組みます。

妊娠中は女性ホ
ルモンの影響
で、口腔内のト
ラブルがおきや
すくなります

●食後に歯みがきを実施し、
歯みがきをする習慣を身に
つけましょう。

●仕上げみがきを行い、子ど
もの歯を守りましょう。

親子でむし歯予防に取り組みます。

●毎食後、歯や歯肉をみがきま
しょう。

●むし歯を発見したり、歯科
　健診で指摘を受けたら
早めに受診しましょう。

健康な歯・口腔を保つため、
規則正しい生活習慣を身に
つけます。

●毎食後、自分でできる歯みがき
や口腔のケアに努めましょう。

●家族や介護者は身体の状態や
口腔機能に合った口腔のケアを
実践しましょう。

歯や口腔のケアに努め、口腔機能
を維持します。

むし歯や
歯周病の予防、
適切な食生活!

●6024、8020を目標に毎食後、
歯や歯肉をみがきましょう。

●かかりつけ歯科医を持ち、定
期的な歯科健診、歯科指導を
受けましょう。

かかりつけ歯科医を持ち、定期的に
歯科健診を受け、歯周病予防に努
めます。

「6024」は、60歳で24本以上

「8020」は、80歳で20本以上
健康な自分の歯を残そうという
運動です。

市の歯周病
検診を活用しま
しょう！

●いつまでも自分の歯で食べら
れるよう、8020 を目標に毎食
後、歯や歯肉をみがきましょう。

●よく噛むことや口腔体操、だ
液腺マッサージを行い口腔機能
の低下を予防しましょう。

8020を達成するために、歯の健康
と口腔機能の維持に努めます。

1.6歳から3歳に
かけてはむし歯
が急激に増える
時期です

加齢や服薬の影
響でだ液の量が
減り、むし歯や
歯周病にかかり
やすくなります！

ロクマルニイヨン

ハチマルニイマル

特集 お口のケアで健口に！
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お
口
の
健
康
を
考
え
る
人
た
ち
の

声

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　
「
お
口
の
健
康
に
気
を
付
け
る
」と
い
っ
て
も
考
え
方
は
人
そ
れ
ぞ
れ
。こ
こ
で
は
、お
口
の
健

康
に
取
り
組
む
那
須
烏
山
市
民
の
み
な
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
口
腔
の
ケ
ア
で
気
を
つ
け

て
い
る
こ
と
は
、や
は
り供
む
し
歯
僑に
な
ら

な
い
よ
う
に
し
て
い
る
こ
と
で
す
。歯
科
衛

生
士
さ
ん
か
ら「
小
学
6
年
生
ま
で
は
仕
上

げ
磨
き
を
し
て
あ
げ
て
」と
言
わ
れ
た
時
に

は
驚
き
ま
し
た
。そ
ん
な
に
大
き
く
な
る
ま

で
磨
き
残
し
が
あ
る
な
ん
て
思
っ
て
い
な

か
っ
た
の
で
、そ
れ
だ
け
重
要
な
こ
と
な
の

だ
と
そ
の
時
に
思
い
ま
し
た
。

　

と
に
か
く
、1
分
で
も
長
く
自
分
で
歯
を

磨
く
よ
う
に
す
る
こ
と
と
、仕
上
げ
磨
き
を

し
て
あ
げ
る
こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。歯

磨
き
を
嫌
が
る
子
ど
も
た
ち
を
見
て
興
味
が

持
て
る
よ
う
、歯
ブ
ラ
シ
を
好
き
な
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
の
絵
が
描
い
て
あ
る
も
の
に
し
た
り
、

歯
磨
き
粉
の
味
を
変
え
て
み
た
り
と
工
夫
を

し
ま
し
た
。特
に
、効
果
が
あ
っ
た
の
は
、好

き
な
歌
を
歌
い
な
が
ら
歯
磨
き
を
す
る
こ
と

で
す
。例
え
ば
、童
謡「
森
の
く
ま
さ
ん
」だ
っ

た
ら
、「
あ
る
日
～
、森
の
中
～
」と
伸
ば
す
と

き
に
歯
ブ
ラ
シ
を
動
か
し
磨
い
た
り
し
て
い

ま
す
。遊
び
感
覚
で
で
き
る
の
で
飽
き
ず
に

毎
回
楽
し
く
や
っ
て
い
ま
す
。仕
上
げ
磨
き

が
で
き
な
い
日
も
あ
り
ま
す
が
、で
き
る
限

り
、寝
る
前
に
は
し
て
あ
げ
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。

　

最
近
は
、チ
ョ
コ
レ
ー
ト
や
飴
な
ど
美
味

し
い
も
の
を
口
に
す
る
機
会
が
多
く
な
っ
て

き
て
、む
し
歯
に
な
り
や
す
く
な
る
ん
じ
ゃ

な
い
か
と
少
し
心
配
…
。幼
い
う
ち
に
で
き

る
む
し
歯
は
親
の
責
任
だ
と
聞
き
ま
す
。そ

の
責
任
を
果
た
す
た
め
に
こ
れ
か
ら
も供
楽

し
く
僑を
モ
ッ
ト
ー
に
ケ
ア
を
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

“楽しく”をモットーに
親子でむし歯予防！

野上　星有希子さん
　　　　優紗ちゃん（3歳4ヶ月）
　　　　瑛花ちゃん（1歳8ヶ月）

私
が
歯
に
気
を
遣
う
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

つ
い
半
年
く
ら
い
前
の
こ
と
で
す
。硬
い
も

の
を
食
べ
た
と
き
に
歯
が
欠
け
て
し
ま
い
歯

医
者
に
通
っ
た
の
を
き
っ
か
け
に
、昨
年
の

冬
に
市
の
歯
周
病
検
診
に
行
っ
て
み
ま
し
た
。

そ
れ
ま
で
、あ
ま
り
注
意
は
し
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
が
、自
分
の
歯
が　

本
す
べ
て
残
っ

28

て
い
る
こ
と
を
知
り
、守
っ
て
い
か
な
い
と

い
け
な
い
な
と
思
っ
た
の
で
す
。

　

む
し
歯
に
な
る
と
熱
が
出
た
り
、腫
れ
て

し
ま
っ
た
り
す
る
人
も
い
る
よ
う
で
す
が
、

も
と
も
と
私
は
、む
し
歯
に
な
っ
て
も
痛
く

な
ら
な
い
の
で
、気
付
い
た
と
き
に
は
む
し

歯
が
大
き
く
な
っ
て
い
て
、歯
医
者
さ
ん
に

「
も
っ
と
早
く
来
て
く
れ
れ
ば
…
」と
言
わ
れ

る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
し
た
。そ
の
経
験
を

も
と
に
、検
診
を
受
け
て
か
ら
は
、む
し
歯
に

な
ら
な
い
よ
う
に
、入
念
に
歯
を
磨
い
て
み

た
り
、歯
ブ
ラ
シ
の
状
態
を
見
な
が
ら
広

が
っ
て
き
た
ら
早
め
に
新
し
い
歯
ブ
ラ
シ
に

替
え
た
り
、自
分
の
歯
を
自
分
の
目
で

チ
ェ
ッ
ク
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

正
直
、何
が
正
解
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、

歯
の
健
康
に
興
味
を
持
つ
こ
と
が
大
切
な
の

か
な
と
…
。目
標
は
、「　

歳
ま
で
自
分
の
歯

80

を
現
状
維
持
す
る
こ
と
」で
す
。ま
だ　

年
近

10

く
あ
る
の
で
自
信
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、心
が

け
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、機
会
が
あ
れ
ば
、定
期
的
な
検
診
の

受
診
や
口
腔
の
ケ
ア
講
座
な
ど
積
極
的
に
参

加
し
て
み
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。私
の
よ

う
に　

歳
に
な
っ
て
か
ら
で
も
、遅
く
は
な

70

い
と
思
い
ま
す
。い
つ
ま
で
も
自
分
の
歯
で

美
味
し
い
も
の
を
食
べ
た
い
で
す
か
ら
ね
。

70歳で28本！
いつまでも自分の歯で
美味しい食事を。

八ヶ代　小池富美子さん
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特集 お口のケアで健口に！

近
年
、患
者
を
診
て
い
て
思
う
こ
と
は
、歯

に
関
心
を
持
つ
人
が
増
え
た
影
響
も
あ
り
、

　

歳
代
前
半
く
ら
い
ま
で
の
人
の
口
内
環
境

20が
良
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。検

査
の
た
め
の
定
期
的
な
受
診
や
、歯
周
病
を

治
す
た
め
の
受
診
を
す
る
人
が
、こ
こ　

年
10

く
ら
い
で
ず
い
ぶ
ん
と
増
え
ま
し
た
。

　

し
か
し
、増
え
た
と
は
い
え
、む
し
歯
が
ひ

ど
く
な
っ
て「
食
べ
物
が
食
べ
ら
れ
な
く

な
っ
た
」、「
痛
く
て
仕
方
な
い
」と
感
じ
る
よ

う
に
な
っ
て
か
ら
受
診
す
る
人
の
ほ
う
が
断

然
多
い
の
が
現
状
で
す
。む
し
歯
は
初
期
状

態
な
ら
1
・
2
回
通
え
ば
済
む
の
に
な
あ
…

と
内
心
思
っ
て
い
ま
す
。

　

む
し
歯
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
に
は
、な

ん
と
いっ
て
も「
歯
磨
き
」で
す
。毎
食
後
と
寝

る
前
に
す
る
の
が
理
想
で
す
が
、最
低
で
も
、

朝
・
昼
・
晩
の
食
後
3
回
は
必
ず
し
て
ほ
し
い

で
す
。特
に
、永
久
歯
に
生
え
か
わ
る
小
学
6

年
生
ま
で
は
仕
上
げ
磨
き
を
す
る
な
ど
、子
ど

も
の
口
の
中
は
大
人
が
見
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、那
須
烏
山
市
は
、高
校
を
卒
業
し
て

か
ら　

歳
ま
で
は
、決
め
ら
れ
た
歯
科
健
診

40

が
な
い
た
め
、自
ら
検
診
を
受
け
な
け
れ
ば
い

け
ま
せ
ん
。む
し
歯
や
歯
周
病
な
ど
の
早
期

発
見
の
た
め
に
も
、1
年
に
1
回
、2
年
に
1

回
で
も
良
い
の
で
、健
診
を
受
け
て
ほ
し
い
で
す
。

　

最
近
、問
題
と
な
っ
て
い
る
の
が
、要
介
護
者
、

障
が
い
児
・
者
な
ど
誰
か
の
手
助
け
が
な
い
と

で
き
な
い
人
や
災
害
時
に
お
け
る 
口  
腔 
の
ケ

こ
う 
く
う

ア
で
す
。災
害
時
に
は
な
ん
と
亡
く
な
っ
た
人

の
約　

％
が
、誤
っ
て
喉
頭
と
気
管
に
食
べ
物

20

な
ど
が
入
っ
て
し
ま
い
肺
炎
を
起
こ
す 
誤  
嚥 

ご 
え
ん

性
肺
炎
が
原
因
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ

ら
を
防
ぐ
こ
と
が
医
師
と
し
て
の
課
題
で
あ

り
、周
り
の
人
の
協
力
が
必
要
で
す
。

　

歯
の
健
康
は
、糖
尿
病
や
心
臓
疾
患
、認
知

症
な
ど
全
身
の
様
々
な
病
気
と
繋
が
っ
て
い

ま
す
。そ
の
歯
を
守
る
の
は
、み
な
さ
ん
一
人

ひ
と
り
。歯
に
関
心
を
持
つ
人
が
増
え
て
い

る
の
は
事
実
で
す
が
、も
っ
と
大
勢
の
人
に

興
味
を
持
っ
て
も
ら
い
、市
民
全
員
が　

歳
80

ま
で
に　

本
の
健
康
な
歯
を
保
て
る
よ
う
に

20

な
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

子どもの歯は大人が見て！
大人は定期的な検診を。

石川歯科医院院長　石川秀忠さん

■プロフィール
昭和57年鶴見大学歯学部卒業後、62年に
石川歯科医院を開業。現在は、烏山小学校
歯科医や栃木県歯科医師会理事、栃木県
歯科医師会警察協力会理事などを務めて
います。また、東日本大震災発生時には、5
日間にわたりご遺体の検案なども行った。

　ご存じですか？お口の健康は、お母さん
のお腹の中にいる胎児期から始まっている
ことを…。まだ歯が生えてないし、そもそも
生まれていないから関係ないと思いがちで
すが、妊娠7週目から胎児の身体では、歯の
もととなる部分が作られ、10週目までに
はすべての乳歯のもとが作られます。さら
に、14週目頃からは、なんと永久歯のもと
が作られ始めるのです。
　このことからも、お母さんの健康や栄養
状態が赤ちゃんの歯に大きく影響すること
がわかります。赤ちゃんが生まれて乳歯が
生えていない段階でも、歯茎の中で永久歯
は成長しています。そのため、乳歯がむし歯
になると、永久歯の発育も悪くなり、永久歯
がむし歯にかかりやすくなったり、歯並び
にも影響したりします。
　乳歯のときからむし歯にさせない生活習
慣を心がけ、小学校高学年までは、大人が仕
上げ磨きをするなど口腔のケアに関わるこ
とが大切です。また、健診などでむし歯と言
われたら早めに病院を受診し、痛みが出る
前に治療しましょう。
　みなさん、今日から取り組みましょう。一
人ひとりの取り組みがお口の健康、そして、
からだの健康につながります。治療でお金
をかけるより、予防にお金をかけるほうが
お口にもからだにも良いことです。
　まずは、「毎食後、歯を磨くこと」、「年に1
度は歯科健診を受けること」からはじめて
みませんか？

お
口
の
健
康
は
1
日
に
し
て
な
ら
ず
！
日
々
の
取
り
組
み
が
健
康
へ
の
鍵

お
口
の
健
康
を
考
え
よ
う
！
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本
市
の
人
口
減
少
へ
の
対
応
は
、人
口
減
少
の

進
み
方
か
ら
も「
待
っ
た
な
し
」の
状
態
で
す
。人

口
減
少
は
地
域
経
済
、市
民
生
活
に
与
え
る
影
響

が
大
き
い
こ
と
か
ら
、人
口
減
少
の
抑
制
に
向
け

た
取
り
組
み
の
推
進
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
厳
し
い
現
状
を
市
民
と
共
有
し
、将

来
人
口
の
目
指
す
べ
き
次
の
4
つ
の
基
本
的
視
点

を
踏
ま
え
、人
口
・
経
済
・
地
域
の
課
題
に
対
し
、一

体
的
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

①
若
年
層
の
人
口
流
出
に
歯
止
め
を
か
け
る

②
若
い
世
代
の
就
労
・
結
婚
・
子
育
て
の
環
境
を
整

備
す
る

③
地
域
資
源
を
活
用
し
た
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
、

ひ
と
づ
く
り
を
進
め
定
住
環
境
を
整
え
る

④
高
齢
者
の
健
康
寿
命
の
一
層
の
推
進
を
図
る

人
口
減
少
を
食
い
止
め
る
た
め
に
…

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
！

目
指
す
べ
き
将
来
の
方
向
性

　

市
で
は
、「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
」に
基
づ
き
、国
が
策
定
す
る「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
長
期

ビ
ジ
ョ
ン
」及
び「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」、栃
木
県
の「
と
ち
ぎ
創
生　

戦
略
」を
勘
案
し
な

15

が
ら
、人
口
減
少
の
深
刻
な
状
況
と
今
後
の
対
応
の
あ
り
方
に
つ
い
て
市
民
と
意
識
の
共
有
を
図
り
、長
期

的
か
つ
総
合
的
視
点
か
ら
有
効
な
政
策
を
迅
速
に
実
施
す
る
た
め
、「
那
須
烏
山
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」（
以
下
、

「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」と
い
う
）・「
那
須
烏
山
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」（
以
下
、「
総
合
戦
略
」と
い
う
）を
策
定

し
ま
し
た
。

　
「
広
報
な
す
か
ら
す
や
ま
」で
は
、総
合
戦
略
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。な
お
、詳
し
い
内
容
は
、市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
総
合
政
策
課
緯
0
2
8
7－

　

－
1
1
1
2
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

83

那
須
烏
山
市　
・　
・　

創
生
総
合
戦
略
を
策
定

図　：目指すべき将来人口1

まち
ひと
し とご

　

将
来
の
人
口
規
模
を
設
定
す
る
に
は
、出
生
率

の
向
上
と
人
口
移
動
の
収
束
が
必
要
で
す
。そ
の

た
め
合
計
特
殊
出
生
比
率
と
人
口
移
動
の
目
標
を

設
定
し
、雇
用
・
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
環
境
の
充
実

な
ど
若
者
の
希
望
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行

い
将
来
人
口
を
維
持
し
ま
す（
図
1
）。

人
口
の
将
来
展
望

平
成　

年
で
1
万
6
千
人
を
維
持

72

　

4
つ
の
基
本
目
標
の
達
成
に
向
け
て
、事
業
実

現
の
可
能
性
や
進
捗
の
把
握
に
も
配
慮
し
な
が
ら
、

本
市
が
抱
え
る
問
題
・
課
題
の
解
決
の
糸
口
と
な

る
具
体
的
施
策
を
立
案
・
展
開
し
ま
す（
図
3
）。

今
後
の
施
策
の
展
開
に
向
け
て

　
「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」を
踏
ま
え「
総
合
戦
略
」で
は
、

次
の
4
つ
の
基
本
目
標
を
設
定
し
、人
口
減
少
の

克
服
及
び
地
方
創
生
に
取
り
組
み
ま
す（
図
2
）。

政
策
の
4
つ
の
基
本
目
標

5,756

目指すべき将来人口

自然増減
若い世代の希望を実現した場合
の出生率を目標とし、合計特殊
出生率を平成42（2030）年ま
でに1.8程度、平成72（2060)
年までに2.1程度（人口置換水
準）に向上する。

目標人口
平成52（2040)年に20,000人、
平成72（2060）年に16,000人
程度を維持する。

社会増減
若い世代の就労・結婚・子育ての
環境を整備し、転出の抑制を図
り、平成47（2035）年までに
人口移動を収束させる。
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図　：政策の基本目標2

図　：施策の展開3

本市における安定した雇用を創出し、安心して働けるよ
うにする基本目標　1

　若年層の人ロ流出に歯止めをかけるためには、やり甲斐のある
仕事に就くことができ将来的に安心して働ける環境を確保する
ことが重要な鍵になることから、本市が有する豊富な地域資源を
見つめ直し、産業
の元気回復にもつ
ながる魅力ある就
業機会の創出に努
めます。

目標値直近の数値指標名

0.80.73
（平成26年度）有効求人倍率

1,000位以内を
目指す

1,445位
（平成24年度）創業比率の順位

【成果指標】

　本市からの人口転出を抑えつつ、より多くの人に訪れてもらい
新たな定住の場として選んでもらうために、山あげ行事の伝統や
田舎暮らしを満喫できる自然など、他では味わうことのできない
特色・魅力を広め、
「住みたいまち」と
しての環境を整え
ます。

目標値直近の数値指標名

▲120人▲222人
（平成25年度）人口純移動数

年間70万人以上471,027人
（平成26年）観光入込数

【成果指標】

本市への新しいひとの流れをつくる基本目標　2

若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる基本目標　3

　未婚化・晩婚化・晩産化などの進行による年少人口の減少に歯
止めをかけるために、若い世代が結婚や子どもに対して抱く希望
がかなえられるよう地域全体で応援する意識を持ち、結婚・妊娠・
出産・子育てを支
えていく環境づく
りを進めます。

目標値直近の数値指標名

1.451.36
（平成24年）合計特殊出生率

年間170人156人
（平成25年度）出生数

【成果指標】

　人口減少や高齢化の進展が心配されるなか、多くの高齢者をは
じめ誰もが暮らし慣れた場所で住み続けることができるよう街
なかや中山間地域の特性に応じながら、生活を支える医療・福祉・
交通など安心して
暮らすことのでき
るサービス機能の
強化を図ります。

目標値直近の数値指標名

40.0%36.0%
（平成27年度）

本市に住み続けたい
と思う市民の割合

▲120人▲222人
（平成25年度）人口純移動数

【成果指標】

時代にあった地域をつくり、安心な暮らしを守る基本目標　4

基
本
目
標
１

【具体的施策】 【具体的施策の実践】
1. 新たな産業の創出 　創業支援体制の整備　　企業の誘致及び立地の促進

　地域おこし協力隊の導入　　未利用財産の利活用

基
本
目
標
２

基
本
目
標
３

1. 市の魅力発信

2. 定住支援の促進

　ホームページリニューアル　　営業戦略推進部隊による情報発信
　なすから未来大使（仮称）による情報発信

3. 観光集客力の向上 　自然と文化・歴史を活かした観光振興対策
　都市住民との交流促進

　定住支援対策の充実

4. 自然環境の保全と快適で安全なまちづくり

5. 教育環境の充実

6. 活力ある地域の形成

　個性を活かす教育環境の充実
　県立烏山高等学校との連携

　市民協働によるまちづくり（まちづくりチャレンジプロジェクト）
　地域医療体制の充実　　広域圏及び金融機関等の連携

　自然環境の保全と快適で安全なまちづくり　

基
本
目
標
４

1. コンパクトシティを基本としたまちづくり

2. グローバル人材育成

　JR烏山駅前の活性化及び JR烏山線の利用向上
　中心市街地等の活性化　　公共交通のネットワーク形成

3. 健康寿命の延伸 　ロングライフプロジェクト事業の実施
　多機能型福祉施設「高齢者ふれあいの里」の拡充

　英語ビレッジ構想の推進

3. 妊娠・出産支援

4. 地域における子育ての支援 　保育の質・量の充実　　子育て支援サービスの充実
　多子世帯への支援

　安心して妊娠・出産ができる環境の充実

1. 結婚支援の充実

2. 妊娠期から子育て期までの総合的支援

　結婚への意識醸成と出会いの場の創出

5. 子育て環境の充実 　子どもを育てやすい生活環境の整備

　妊娠、出産、子育ての切れ目ない支援体制の充実

2. 地域産業の支援 　地域産業の経営基盤の強化　　特産品のブランド化推進
　ふるさと応援寄附金の活用

3. 就労の支援 　（仮称）実践型雇用創造協議会の設置　
　新規就農等の総合支援　　ワーク・ライフ・バランスの整備促進

▲ ▲

▲
▲ ▲

▲
▲
▲
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▲
▲
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